
本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、目標、計画、戦略などの

 将来に関する記述が含まれております。これらの将来に関する記述は、当社が

 現在入手している情報に基づく判断および仮定に基づいており、判断や仮定に

 内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性

 に照らし、将来における当社の実際の業績または展開と大きく異なる可能性が

 あります。

インサイダー取引に関するご注意：

 企業から直接、未公表の重要事実の伝達を受けた投資家（第一次情報受領者）

 は、当該情報が「公表」される前に株式売買等を行うことが禁じられています

 （証券取引法１６６条）。

 同法施行令により、二以上の報道機関に対して企業が当該情報を公表してから

 １２時間が経過した時点、または、証券取引所に通知しかつ内閣府令で定める

 電磁的方法（ＴＤnetの適時開示情報閲覧サービスおよびED-NET公開WEB

 サイト）により掲載された時点を以って「公表」されたものとみなされます。

将来予測・インサイダー取引について将来予測・インサイダー取引について将来予測・インサイダー取引について
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２００６年４月２５日２００６年４月２５日

日野自動車株式会社日野自動車株式会社

２００６年３月期２００６年３月期
 決算発表決算発表･･説明会説明会

P2P2

＊資料中に一部誤記がありましたので、訂正いたしました。＊資料中に一部誤記がありましたので、訂正いたしました。

２００７年５月１４日２００７年５月１４日



◆◆
 

経営の概況（２０分）経営の概況（２０分）
 説明者：代表取締役社長説明者：代表取締役社長

 
近藤近藤

 
詔治詔治

◆◆
 

０６／３月期０６／３月期
 

決算概要（３０分）決算概要（３０分）
 説明者：専務取締役説明者：専務取締役

 
藤井藤井

 
恒彦恒彦

◆◆
 

質疑応答（４０分）質疑応答（４０分）

本日の予定本日の予定本日の予定
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◆◆  経営の概況経営の概況
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１．０５年度決算サマリー１．０５年度決算サマリー  

２．０５年度の取組み２．０５年度の取組み  

３．今後の取組み３．今後の取組み
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販売台数・売上・収益（連結）販売台数・売上・収益（連結）販売台数・売上・収益（連結）

０５年度０５年度 ０４年度０４年度

連結連結
 売上台数売上台数

日野国内日野国内

 
５６千台５６千台

日野海外日野海外

 
４６千台４６千台

 日野計日野計

 
１０２千台１０２千台

受託車両１８９千台受託車両１８９千台

日野国内日野国内

 
５１千台５１千台

日野海外日野海外

 
４５千台４５千台

 日野計日野計

 
９５千台９５千台

受託車両２４８千台受託車両２４８千台

売上高売上高 １１１１,,９６９億円９６９億円 １１１１,,３０１億円３０１億円

営業利益営業利益 ４０５億円４０５億円 ３８３億円３８３億円

純利純利益益 ２８７億円２８７億円 １７６億円１７６億円

売上高売上高
 営業利益率営業利益率

３．４％３．４％ ３．４％３．４％

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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（億円）

【売上高（連結）】【【売上高（連結）売上高（連結）】】

０５年度連結売上高：前年度比 6% 増収､過去最高を更新０５年度連結売上高：前年度比０５年度連結売上高：前年度比
 

6% 6% 増収増収､､過去最高を更新過去最高を更新

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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【営業利益･純利益（連結）】【【営業利益営業利益･･純利益（連結）純利益（連結）】】

０５年度連結営業利益：前年度比 4.4% 増益０５年度連結営業利益：前年度比０５年度連結営業利益：前年度比
 

4.4% 4.4% 増益増益

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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【国内総需要】【【国内総需要国内総需要】】

0

50

100

150

200

250

300

350

'01 '02 '03 '04 '05 ('06見通し)

バス

小トラ

中トラ

大トラ

（千台）

大中小トラック大中小トラック//バス（総需要）バス（総需要）

０５年度国内総需要：前年度比 4.3% 増０５年度国内総需要：前年度比０５年度国内総需要：前年度比
 

4.3% 4.3% 増増

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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【国内販売（登録）】【【国内販売（登録）国内販売（登録）】】

0

10

20

30

40

50

60

'01 '02 '03 '04 '05 ('06見通し）

バス

小トラ

中トラ

大トラ

（千台）

大中小トラック大中小トラック//バス（シェアおよび登録台数）バス（シェアおよび登録台数）
32.1% 32.8%

18.9% 18.3%
20.1%

25.5% 25.4%

10.5% 10.6% 10.0%
13.5% 15.2%

29.3% 28.8% 28.7%

0%
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'01 '02 '03 '04 '05 ('06見通し）

大中トラ

バス

小トラ

０５年度国内ｼｪｱ：大中ﾄﾗ
 

32.8% (+0.7%)､小ﾄﾗ
 

15.2% (過去最高)０５年度国内ｼｪｱ：大中ﾄﾗ０５年度国内ｼｪｱ：大中ﾄﾗ
 

32.8% (+0.7%)32.8% (+0.7%)､､小ﾄﾗ小ﾄﾗ
 

15.2% (15.2% (過去最高過去最高))

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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中南米

北米

豪亜

【海外販売】【【海外販売海外販売】】

（千台）

海外現地販売台数海外現地販売台数

０５年度海外現地販売台数：アジア市場不振の中で
 （前年比2.2%増）過去最高を更新 （45千台）

 

０５年度海外現地販売台数：アジア市場不振の中で０５年度海外現地販売台数：アジア市場不振の中で
 （前年比（前年比2.2%2.2%増）過去最高を更新増）過去最高を更新 （（4545千台）千台）

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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【受託車】【【受託車受託車】】
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受託車(完成車)台数

ユニット事業対象台数

（千台）

ハイラックスハイラックス

 
生産終了生産終了

ＦＪクルーザーＦＪクルーザー

 
生産開始生産開始

ハイラックスの生産終了～ＦＪクルーザーの円滑な生産開始ハイラックスの生産終了～ＦＪクルーザーの円滑な生産開始ハイラックスの生産終了～ＦＪクルーザーの円滑な生産開始

１．１．00５年度決算サマリー５年度決算サマリー
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１．０５年度決算サマリー１．０５年度決算サマリー  

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項  

３．今後の取組み３．今後の取組み
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【国内事業】お客様のお役に立つ車の提供【【国内事業国内事業】】お客様のお役に立つ車の提供お客様のお役に立つ車の提供

• 中型トラック（05/5）
 日野レンジャー

• 大型観光バス（05/8）
 日野セレガ

• 大型トラック（06/2）
 日野プロフィア

• コミュニティバス（06/3）
 日野ポンチョ

大型商用車用超低排出ガスディーゼルエンジン
 の開発で市村産業賞貢献賞市村産業賞貢献賞受賞（05/4）

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

国内･新長期排出ガス規制適合国内国内･･新長期排出ガス規制適合新長期排出ガス規制適合
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【国内事業】お客様のお役に立つ車の提供【【国内事業国内事業】】お客様のお役に立つ車の提供お客様のお役に立つ車の提供

• ＶＳＣ（Vehicle Stability Control）（06/2）

大型セミトラクタ日本初の車両安定性制御
 システムの開発～商品化

• ＰＣＳ※

 

（Pre-Crash Safety）（06/2）

大型商用車世界初の追突被害軽減ブレーキ
 システムの開発～商品化

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

先進安全技術の商品化先進安全技術の商品化先進安全技術の商品化

ミリ波ﾚｰﾀﾞｰ

舵角センサー

ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭｾｰﾌﾃｨ
ECU

電子制御ブレーキ
（ＥＢＳ）

警報装置

ﾖｰﾚｲﾄｾﾝｻｰ

※

 

トヨタ自動車株式会社との共同開発
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【国内事業】お客様のお役に立つ車の提供【【国内事業国内事業】】お客様のお役に立つ車の提供お客様のお役に立つ車の提供

• 大型観光バス（05/8）
 「日野セレガ」

１５年ぶりのフルモデルチェンジ
 グッドデザイン賞受賞

• コミュニティバス（06/3）
 「日野ポンチョ」

 
ユニバーサルデザインによるバリアフリー化

 クラス最大のフルフラットフロアスペース

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

より快適な社会を目指したバスの商品化より快適な社会を目指したバスの商品化より快適な社会を目指したバスの商品化
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ディスプレイホールプレゼンテーションルーム

登坂路（３％）

試乗コース

日本初
 

メーカー直営・常設のお客様専用施設
 

(’05年6月開設)

施設

【国内事業】お客様お役立ち活動の充実【【国内事業国内事業】】お客様お役立ち活動の充実お客様お役立ち活動の充実

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

省燃費運転講習
 安全運転講習

 低公害車講習
 実車研修

 
･･･

 お客様との
 絆を深める

お客様テクニカルセンターの開設お客様テクニカルセンターの開設お客様テクニカルセンターの開設

センターオフィス P17P17



【海外事業】【【海外事業海外事業】】

•• 原油高等の影響で主要仕向先である東南アジアの需要原油高等の影響で主要仕向先である東南アジアの需要
 が落ち込む中、北米が落ち込む中、北米･･中近東等で増販中近東等で増販

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

過去最高の現地販売を達成過去最高の現地販売を達成過去最高の現地販売を達成

現地販売 ‘０４ ‘０５ 増減率

豪亜 ３４.０千台 ２９.６千台 ▲12.8%

北米 ３.９千台 ６.０千台 ＋53.6%

その他 ５.９千台 ９.１千台 ＋53.9%

合計 ４３.８千台 ４４.８千台 ＋2.2%
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• 羽村工場でのﾊｲﾗｯｸｽ生産終了（05年6月）

新型車（FJｸﾙｰｻﾞｰ）生産開始（06年1月）

ＦＪクルーザー
ラインオフ式典

（2006年2月6日） ＦＪクルーザー生産ライン

【トヨタ事業】（車両）【【トヨタ事業トヨタ事業】】（車両）（車両）

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項
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【トヨタ事業】（ユニット）【【トヨタ事業トヨタ事業】】（ユニット）（ユニット）

・
 

トヨタ自動車のグローバル展開に的確に貢献

２．０５年度の取組み事項２．０５年度の取組み事項

北米アーカンソー工場でのユニット生産準備（‘06/10月生産開始予定）

タイタイ

 

ＩＭＶ用ユニット生産ＩＭＶ用ユニット生産

３０万台/年

 

予定

北米

 

タコマ用ユニット生産

車両生産：３１万台/年 車両生産：１８万台/年

トラックの重要部品であるフレーム、足回り部品等を北米、タイで生産。

 トヨタ自動車の海外での拡大とともに、ユニット事業を拡大。

 

トラックの重要部品であるフレーム、足回り部品等を北米、タイで生産。トラックの重要部品であるフレーム、足回り部品等を北米、タイで生産。

 トヨタ自動車の海外での拡大とともに、ユニット事業を拡大。トヨタ自動車の海外での拡大とともに、ユニット事業を拡大。
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１．０５年度決算サマリー１．０５年度決算サマリー  

２．０５年度の取組み２．０５年度の取組み  

３．今後の取組み方針３．今後の取組み方針
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トヨタトヨタ

事業事業

◆
 

日本：大中小型トラックで日本：大中小型トラックで
 

ダントツＮｏダントツＮｏ..１１

◆◆
 

豪亜：第２のコアマーケット豪亜：第２のコアマーケット（日本と同じ事業展開）（日本と同じ事業展開）

３Ｓ、バリューチェーンの拡大３Ｓ、バリューチェーンの拡大

◆◆
 

北米：第３のコアマーケットへ北米：第３のコアマーケットへ

◆◆
 

中近東、中南米、欧阿：着実に育成中近東、中南米、欧阿：着実に育成

日野日野

ブランドブランド

事業事業

方向事業

３．３．今後の取組み方針今後の取組み方針

◆◆
 

フレーム付トヨタブランド車の開発～生産フレーム付トヨタブランド車の開発～生産

◆◆ グローバルユニットサプライヤー事業の拡大グローバルユニットサプライヤー事業の拡大

世界中で存在感のある日野ブランドの確立世界中で存在感のある日野ブランドの確立世界中で存在感のある日野ブランドの確立
P22P22



【国内事業】【【国内事業国内事業】】

３．今後の取組み方針３．今後の取組み方針

お客様との関係強化お客様との関係強化

•• お役立ち活動：お客様のニーズに的確にお応えするお役立ち活動：お客様のニーズに的確にお応えする
 物流トータルサポーター物流トータルサポーター

•• 製品製品､､サービスサービス､､部品部品､､中古車中古車､､保険保険､､ファイナンスファイナンス
 バリュー収益の拡大に向けた取組みの強化バリュー収益の拡大に向けた取組みの強化

環境環境､､安全安全､､燃費燃費==他社に先駆けた技術開発他社に先駆けた技術開発

•• グローバルフロントランナーへグローバルフロントランナーへ

•• 原価低減と品質向上の追求原価低減と品質向上の追求

たゆまぬお客様満足度向上への取組みたゆまぬお客様満足度向上への取組み
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【海外事業】【【海外事業海外事業】】

《《豪亜豪亜》》

適格商品投入～バリュー拡大適格商品投入～バリュー拡大
 

・小トラ拡販・小トラ拡販･･３Ｓ推進による第２のコアマーケット整備３Ｓ推進による第２のコアマーケット整備

《《北米北米》》

収益化の早期目処付け収益化の早期目処付け
 

・販売ネットワークの強化・販売ネットワークの強化
 ・カナダ工場での生産開始（物流費低減～納期短縮）・カナダ工場での生産開始（物流費低減～納期短縮）

《《中近東中近東･･中南米中南米･･欧阿欧阿》》

着実な市場育成着実な市場育成

・地域毎の適格車投入と市場に密着した３Ｓ活動の推進・地域毎の適格車投入と市場に密着した３Ｓ活動の推進

３．今後の取組み方針３．今後の取組み方針
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【【タイタイ】】
ＩＭＶ用ユニットＩＭＶ用ユニット

生産能力増強生産能力増強

【【北米北米】】ｶﾘﾌｫﾙﾆｱｶﾘﾌｫﾙﾆｱ
タコマ用ユニットタコマ用ユニット

生産生産

【【北米北米】】ｱｰｶﾝｿｰｱｰｶﾝｿｰ
トヨタ車向けトヨタ車向け

ユニット生産開始ユニット生産開始
（（06/1006/10））

【トヨタ事業】【【トヨタ事業トヨタ事業】】

３．今後の取組み方針３．今後の取組み方針

【【日本日本】】
開発～生産の受託開発～生産の受託

完成車完成車++ユニット生産ユニット生産

トヨタグループのグローバル展開における役割拡大トヨタグループのグローバル展開における役割拡大トヨタグループのグローバル展開における役割拡大
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【【日野ブランド事業日野ブランド事業】】
 

ブランド確立と更なる拡大へブランド確立と更なる拡大へ

経営リソーセスの継続投入による体制強化経営リソーセスの継続投入による体制強化

・グローバル化対応・グローバル化対応

・先進技術開発～商品化・先進技術開発～商品化

【【トヨタ事業トヨタ事業】】
 

グローバル展開の一翼を担うグローバル展開の一翼を担う

・フレーム付車の開発～生産にわたるスルーでの体制強化・フレーム付車の開発～生産にわたるスルーでの体制強化

・ユニットサプライヤーとしての体制確立・ユニットサプライヤーとしての体制確立

【まとめ】【【まとめまとめ】】

３．今後の取組み方針３．今後の取組み方針

トヨタ事業と日野ブランド事業の相乗効果追求トヨタ事業と日野ブランド事業の相乗効果追求

・最適な、開発・最適な、開発､､生産生産､､調達調達､､物流物流､､販売販売､､サービス体制の構築サービス体制の構築
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